
・ 標準工程は、耕起～土壌改良資材散布～砕土～施肥・播種～鎮圧を標準とします。

・ 上記標準工程に、カッティングドレーン・堆肥散布などの施工も可能です。

１) 詳しいメニューと施工料は、最寄の支所へお問い合わせください。

２) 資材（土壌改良材、肥料、牧草種子）は農家の皆さんが用意し施工するほ場で受け取

ります。

３) 発芽不良などの手直し工事は、別途工事費がかかります。

４) 施工面積の確定は、既存の地番図、航空写真などを活用した現地調査で代替します。

● お願い

● 草地更新メニュー

くわしくは下記にお問い合わせください

道央支所 TEL（0126）23-2178 道南支所 TEL（0138）44-5600 日胆支所 TEL（0144）32-8171

十勝支所 TEL（0155）24-0254 釧路支所 TEL（0154）22-1538 根室支所 TEL（0153）72-3296

北見支所 TEL（0157）25-2826 上川支所 TEL（0166）25-2613 道北支所 TEL（0162）33-3321

公益財団法人 北海道農業公社 農場整備部 農場整備課
http://www.adhokkaido.or.jp
TEL（011）241-7554 FAX （011）271-3776

（公財）北海道農業公社 2012.6



施工実績

施工年度
２カ年分割施工

（春播種）

単年度施工

（春・夏播種）

２カ年分割施工

（秋期）
播種面積計

平成１５年度 － ３７２．１ （３３０．５） ３７２．１

平成１６年度 ３３０．５ １,６５４．３ （４６２．５） １,９８４．８

平成１７年度 ４６２．５ １,６５３．２ （３４６．９） ２,１１５．７

平成１８年度 ３４６．９ １,１６１．３ （１９７．３） １,５０８．２

平成１９年度 １９７．３ ８１１．１ （１９１．５） １,００８．４

平成２０年度 １９１．５ ７９９．５ （１３２．７） ９９１．０

平成２１年度 １３２．７ １,２９７．２ （９９．３） １,４２９．９

平成２２年度 ９９．３ １,３７０．７ （１５３．８） １,４７０．０

平成２３年度 １５３．８ １３４５．７ （１２９．８） １,４９９．５

計 １,９１４．５ １０,４６５．１ （２,０４４．３） １２,３７９．６

（単位：ｈａ）

草地更新の必要性
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調査：北海道農業公社試験研究課題検討委員会資料

※ 草地生産性向上対策事業を含んでいます。


